
令和４年度 林業普及週間現地情報 （7/19～ 7/29）
森林管理課

令和４年度美ぎ島宮古グリーンネット推進員会議及び総会への出席

7月 29日（金）

7月 22日（金）、令和４年度美ぎ島宮古グリーンネット推進員会議が開催された。
同組織は、平成 15年９月、宮古地域に来襲した台風 14号による災害を教訓に、防
災に強い島づくりを推進するため、防風・防潮林の植樹、育樹活動を会員・関係者

によるボランティアで行う組織で、宮古森林組合に事務局がおかれている。ボラン

ティアの会員数は、個人・団体あわせて 172会員で、近年ではこれまでの活動で造
成した農地防風林等の育樹活動を年５回程度開催している。

推進員会議は、関係する行政等の担当者を推進員として、総会前に１年間の活動

実績や計画、今後の組織のあり方等について議論を行うもので、林業普及指導員も

メンバーとなっている。今回の会議では活動費の収支計画や令和４年度の活動計画

のほか、過去に造成し成林した農地防風林を今後どのように管理していくか（地元

の関わり方）の議論が行われた。

７月 29日（金）には、令和４年度美ぎ島宮古グリーンネット総会が開催された。
新型コロナの拡大が影響し総会は縮小しての開催となったが、会長の座喜味市長が

議長となり５つの議事が審議され、すべて可決された。

グリーンネットは地域が参画する森林づくりのボランティアであり、市民や地域

の方々、観光客に宮古島の森林について考えていただく活動である。林業普及指導

員としても、引き続き推進員として活動に積極的に参加し、宮古島の森林づくりに

ついて伝える役割を担っていきたい。

推進員会議の様子 総会の様子

（報告者：宮古農林水産振興センター 古井）


